
李

賀

と

時

間

一
、
夜
線
的
時
間
認
識

一
一
、
円
環
的
時
間
認
識

言
、
時
間
的
存
在
と
し
て
の
人
間

関
、
時
間
か
ら
の
解
放

五
、
ま
と
め

李
裂
は
、
心
な
い
人
々
の
に
よ
っ
て
、
若
干
二
十
歳
に
し
て
、

科
挙
受
験
の
機
会
さ
え
を
も
、
氷
久
に
奪
わ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
議
れ
る
才
能
を
自
負
し
な
が
ら
も
、
若
く
し
て
将
来
へ
の
夢
を

断
た
れ
た
絶
望
感
と
不
遇
感
は
、
彼
の
詩
の
随
所
に
、
暗
い
激
情
と

な
っ
て
遊
り
出
て
い
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
李
賀
の
こ
う

し
た
激
情
が
、
過
ぎ
行
く
時
間
へ
の
強
烈
な
怠
識
と
常
に
一
体
と
な

っ
て
践
関
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
李
賀
詩
に
お
い
て
、
彼

の
心
を
揺
さ
ぶ
る
様
々
な
感
情
は
全
て
、
時
間
に
対
す
る
恐
怖
へ
と

収
蝕
さ
れ
て
行
く
。
李
賀
は
、
人
間
と
い
う
存
在
の
基
盤
を
な
す
時

間
性
に
、
誰
よ
り
も
敏
感
な
詩
人
で
あ
っ
た
。

李
資
は
詩
の
中
で
、
時
間
を
次
の
ご
つ
の
側
面
か
ら
把
握
し
て
い

?可

聡

美

間

る。

一
つ
は
、
一
人
の
人
間
の
誕
生
と
共
に
流
れ
出
し
、
死
と
共
に

消
滅
す
る
時
間
で
あ
る
。
時
間
1
告
己
と
も
、
人
間
と
い
う
存
在
の

時
間
性
と
も
言
い
換
え
て
良
い
。
こ
れ
は
、
各
個
人
に
国
有
の
時
間

で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
有
限
性
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
う
…
つ

の
時
間
は
、
間
有
の
存
在
か
ら
離
れ
て
一
般
化
さ
れ
た
時
間
!
過
去

か
ら
未
来
へ
と
綿
々
と
流
れ
る
時
間
で
あ
る
。
こ
の
時
間
の
特
徴
は

無
限
性
に
あ
る
。
前
者
を
根
源
的
時
間
と
す
れ
ば
、
後
者
は
自
然
的

φ
 

時
間
と
言
え
よ
う
。

根
源
的
時
間
を
意
識
し
て
生
き
る
こ
と
は
、
生
命
の
有
限
性
、
つ

ま
り
は
死
と
対
峠
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
自
然

的
時
間
は
、
公
共
性
と
無
限
性
に
よ
っ
て
、
各
個
人
に
間
有
の
生
命

の
有
限
性
及
び
死
を
隠
蔽
す
る
。
我
々
は
、
根
源
的
時
間
を
心
の
ど

こ
か
で
常
に
意
識
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
自
然
的
待
問
へ
と
摩
り
替

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
と
い
う
存
在
の
有
限
性
か
ら
自
を
、
巡
ら

せ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
李
賀
詩
に
お
い
て
は
、
自
然
的
時
間
は
、
李
賀
と
い
う
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存
在
の
有
限
性
を
隠
蔽
す
る
方
向
に
は
作
用
し
て
い
な
い
。
二
つ
の

時
間
が
持
つ
有
限
性
と
無
担
性
と
い
う
特
徴
を
、
対
立
的
に
認
識
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
と
い
う
存
在
の
有
限
性
を
よ
り
強
く
確
認

す
る
方
向
へ
と
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
李
賀

は
、
こ
の
こ
つ
の
時
間
の
流
れ
を
、
夜
線
と
円
環
と
い
う
、
二
つ
の

@
 

対
極
的
な
形
象
で
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
対
立
性
を
よ
り
鮮

間
開
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
磁
線
的
時
間
(
根
源
的
時
間
〉
と
円
環
的
時
間
(
自
然
、

的
時
間
)
と
い
う
二
つ
の
時
間
認
識
を
、
李
賀
詩
の
内
に
読
み
取
っ

て
行
く
中
で
、
前
述
し
た
よ
う
な
李
賀
の
時
間
認
識
の
全
体
像
を
浮

き
彫
り
に
し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
自
分
の
不
透
を
綿
々
と
述
べ
る

李
賀
が
、
一
方
で
は
現
実
を
超
越
し
た
よ
う
な
詩
信
仰
を
数
多
く
書
い

た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
第
四
章
で
は
、
時
間
と
い
う
視
点
か
ら
、

神
話
的
色
彩
の
濃
い
詩
篇
が
持
つ
意
味
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
、
直
線
的
時
間
認
識
(
根
源
的
時
間
)

磁
線
的
時
間
認
識
は
、
後
に
述
べ
る
円
環
的
時
間
認
識
と
共
に
、

世
界
各
地
に
お
い
て
古
く
か
ら
見
ら
れ
た
時
間
認
識
で
あ
る
。
過
去

か
ら
未
来
へ
と
、
は
っ
き
り
と
し
た
方
向
性
な
持
っ
た
底
線
の
イ

メ
ー
ジ
。
卒
賀
は
、
自
分
の
存
在
と
宥
接
な
関
わ
り
を
持
つ
制
拡
散
約

時
間
を
、
こ
の
直
線
の
イ
メ
ー
ジ
で
捕
え
て
い
る
ο

直
線
的
時
間
認

識
は
元
来
、
生
命
あ
る
者
全
て
に
課
せ
ら
れ
た
日
生
↓
老
↓
死
」
と

い
う
運
命
に
対
す
る
、
素
朴
な
認
識
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、

再
生
も
し
く
は
若
返
り
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
不
可

③
 

逆
性
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
李
賀
が
根
源
的
時
間

を
託
す
る
に
は
、
最
適
の
時
間
認
識
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
只
、

唯
一
異
な
る
の
は
、
従
来
の
渡
線
的
時
間
認
識
が
、
自
然
的
時
間
を

③
 

表
わ
す
時
間
認
識
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
李
賀
の
そ
れ
は
、
根
源
的

時
間
を
表
わ
す
時
間
認
識
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

李
賀
の
笹
線
的
時
間
認
識
は
、
長
く
て
も
百
年
前
後
と
い
う
、
有
限

性
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

で
は
、
李
賀
の
詩
の
中
か
ら
、
直
線
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
根
源
的

持
問
認
識
(
以
後
は
、
車
線
的
時
間
認
識
と
呼
ぶ
。
)
を
見
て
み
よ

う
。
先
ず
は
、
内
詠
懐
二
首
い
其
二
の
冒
頭
四
匂
で
あ
る
。

日
夕
著
書
罷
日
夕
幸
一
日
を
著
し
罷
め
ば

驚
霜
落
素
統
驚
霜
素
総
落
つ

鏡
中
聯
自
笑
鏡
中
聯
か
自
ら
笑
ふ

一
訟
是
南
山
期
誌
ぞ
是
れ
南
山
の
期
な
ら
ん
や

お
は
、
詩
作
か
ら
解
放
さ
れ
た
夕
暮
れ
持
、
自
の
前
に
ハ
ラ
リ
と

落
ち
た
自
分
の
白
髪
に
ふ
と
目
を
止
め
た
李
賀
が
、
鏡
で
一
鎖
ノ
髭
の
自

さ
を
確
認
し
な
が
ら
、
マ
」
れ
は
ど
う
も
、
長
生
き
し
そ
う
に
な
い

ぞ
に
と
つ
ぶ
や
く
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
李
賀
は
、

自
ら
の
白
髪
に
刺
激
さ
れ
て
、
や
が
て
は
訪
れ
る
自
分
の
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死
を
意
識
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
老
い
を
自
覚
す
る
中
で
、

死
へ
と
向
か
う
有
限
・
不
可
逆
な
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
、
自
分
の
牛

(
根
源
的
時
間
)
を
意
識
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
の
後
半
で
、
李
賀
は
、
人
生
に
つ
い
て
の
深
い
内
省
へ
と

導
び
か
れ
て
行
く
。
「
頭
上
に
籾
巾
無
く
、
背
瑛
巴
に
衣
を
染
む
。

見
ず
や
治
渓
の
魚
、
水
を
飲
ん
で
自
ら
貸
し
き
を
得
。
」
こ
こ
に
は
、

静
か
な
出
舎
で
、
詩
作
を
し
な
が
ら
壊
も
れ
て
行
く
自
分
を
、
そ
れ

@
 

で
良
い
と
も
、
歯
搾
い
と
も
す
る
心
境
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
李
賀
の
人
生
へ
の
思
紫
は
、
時
間
的
存
在
(
有
限
性
)
で
あ

る
と
い
う
自
己
認
識
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
が
多
い
。

李
賀
の
詩
に
は
ま
た
、
植
物
の
枯
れ
行
く
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
て
、

人
間
の
老
い
行
く
運
命
(
死
へ
と
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
)
を
強
調
し
よ

う
と
し
た
表
現
も
多
い
。
町
大
淀
曲
』
の
最
終
回
匂
と
、
『
浩
歌
』
の

最
終
四
勾
を
見
て
み
よ
う
。

①
英
指
漢
陽
道
寒
路
の
道
を
指
す
莫
か
れ

総
浦
蹄
杭
少
緑
浦
帰
帆
少
な
り

今
日
富
裕
花
今
日
高
蒲
花

mm朝
楓
樹
老
明
一
朝
楓
樹
老
ゆ

②
〉
漏
保
水
明
玉
除
除
漏
催
し
水
制
ぶ
玉
鎗
除

街
娘
髪
務
不
勝
硫
衛
娘
髪
薄
く
硫
る
に
勝
へ
ず

君
見
秋
山
胸
換
新
紘
一
一
滴
み
る
見
ん
秋
居
の
新
緑
に
換
は
る
を

二
十
男
児
那
刺
促
二
十
の
男
児
那
ぞ
刺
促
た
る

の
二
例
の
う
ち
、
①
に
お
い
て
は
「
今
日
高
蒲
花
、
明
抑
制
楓
樹

老
レ
が
、
⑧
に
お
い
て
は
「
岩
見
秋
腐
換
新
総
」
が
、
植
物
の
イ
メ

ー
ジ
を
借
り
て
、
直
線
的
時
間
認
識
を
表
現
し
た
一
言
葉
で
あ
る
。

「
今
日
は
蕗
蒲
の
花
の
よ
う
に
美
し
い
顔
も
、
明
日
の
初
に
は
、
秋

に
散
る
楓
の
よ
う
に
老
い
去
っ
て
し
ま
う
の
よ
。
」
「
み
る
み
る
う
ち

に
、
夏
を
思
わ
せ
る
新
緑
の
賭
も
、
秋
の
霜
が
降
り
た
よ
う
な
白
さ

へ
と
変
っ
て
行
く
に

秋
に
は
枯
れ
行
く
木
々
の
緑
や
草
花
等
は
、
そ
の
生
命
サ
イ
ク
ル

が
人
間
よ
り
も
短
い
た
め
に
、
生
の
瞬
間
か
ら
、
一
直
線
に
死
へ
と

下
降
し
て
行
く
運
命
を
、
人
間
の
自
に
も
明
瞭
に
印
象
づ
け
る
こ
と

の
で
き
る
素
材
で
あ
る
。
右
の
二
詩
に
は
、
植
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
借

り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
へ
と
向
か
う
人
間
の
運
命
が
、
何
倍
も
鮮

明
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
②
の
第
四
旬
「
二
十
男
見
那
刺
促
」
は
、
生
命
の
有

限
性
を
見
据
え
た
上
で
、
自
分
の
人
生
の
在
り
方
を
思
索
す
る
李
賀

の
、
一
つ
の
決
意
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
み
る
み
る
う
ち
に
、

残
り
少
な
く
な
っ
て
行
く
人
生
。
人
に
こ
き
っ
か
わ
れ
て
生
き
る
な

ど
、
ま
っ
ぴ
ら
向
。
L

『
詠
懐
二
首
』
其
二
と
担
保
に
、
こ
こ
で
も
、

時
間
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
が
、
人
生
へ
の
思
紫
の
出
発

点
と
な
っ
て
い
る
。
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今
ま
で
に
見
て
来
た
詩
で
は
、
李
賀
の
死
へ
向
か
う
存
在
と
し
て

の
自
己
認
識
は
、
人
生
を
考
え
る
上
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
プ
ラ

ス
に
作
用
し
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、
限
ら
れ
た
人
生
の
中
で
、
よ

り
よ
く
生
き
て
や
ろ
う
と
す
る
意
志
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

が
、
よ
り
あ
/
く
の
場
合
、
李
賀
の
こ
う
し
た
自
己
認
識
は
、
彼
の
宏
九

人
生
上
の
不
遇
・
病
等
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
、
彼
を
更
な
る
絶
望
へ

と
追
い
込
む
方
向
に
作
用
し
て
い
る
。
円
感
菰
五
首
』
其
一
一
の
前
半

八
匂
を
見
て
み
よ
う
。

奇
俊
無
少
年

日
車
何
附
断
的
附

我
待
粁
隻
綬

奇
俊
少
年
無
く

日
事
例
ぞ
隣
僻
た
ら
ん

我
饗
綬
を
好
ふ
を
待
て
ば

我
に
足
淳
一
た
る
髪
を
遺
る

都
内
資
生
の
嘉
一

青
蝿
久
断
絶
青
蝿
久
し
く
断
絶
す

裟
色
揺
揚
天
山
地
色
揺
揚
の
天

憤
景
…
長
鵡
殺
横
景
長
く
粛
殺
た
り

ま
ず
第
一
・
二
句
で
、
刻
々
と
経
過
し
て
行
く
時
間
と
、
そ
の
中

で
老
い
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
人
間
の
運
命
を
諮
っ
た
李
賀
は
、
第

一
一
一
・
悶
句
に
お
い
て
、
不
遇
の
中
で
虚
し
く
老
い
て
行
く
自
己
を
…
珠
山

る
。
「
い
く
ら
才
能
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
斎
く
は

い
ら
れ
な
い
。
に
な
る
日
を
夢
見
て
い
る
う
ち
に
、
太
陽
は
日

々
め
ぐ
り
、
私
は
刻
々
と
老
い
て
き
て
し
ま
っ
た
。
」
こ
の
詩
の
主

題
は
、
不
遇
な
現
状
へ
の
積
り
で
あ
る
。
が
、
こ
の
前
半
間
匂
に
は
、

そ
う
し
た
憤
り
と
共
に
、
自
分
の
一
回
き
り
の
人
生
を
、
無
為
の
う

ち
に
消
費
さ
せ
ら
れ
て
い
る
者
の
、
焦
り
と
無
念
の
情
が
色
濃
く
惨

み
出
て
い
る
。
李
賀
が
不
遇
を
嘆
く
詩
に
は
、
こ
の
よ
う
な
過
ぎ
行

く
時
間
へ
の
焦
り
が
常
に
底
流
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
の
詩

が
、
時
間
へ
の
一
一
一
一
口
及
か
ら
歌
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
は
象
徴
的
で
あ

る。
第
五
・
六
匂
は
、
刻
々
と
老
い
て
行
く
自
分
を
強
く
意
識
す
る
李

賀
が
、
買
誼
の
墓
を
通
し
て
「
自
分
の
死
」
を
見
つ
め
る
姿
を
描
い

た
も
の
で
あ
る
。
青
蝿
す
ら
も
が
訪
れ
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
、
資

誼
の
墓
。
「
青
蝿
久
断
経
」
は
、
死
に
よ
る
生
と
の
絶
対
的
な
断
絶

を
象
徴
し
て
い
る
。
死
ん
だ
賢
誌
の
前
に
、
も
は
や
時
間
は
無
い
の

で
あ
る
。
資
誼
の
墓
に
よ
っ
て
李
交
は
、
自
分
の
生
(
根
源
的
時
間
)

が
、
死
へ
と
向
か
っ
て
一
直
線
に
突
き
進
む
、
有
限
・
不
可
逆
な
ベ

ク
ト
ル
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
改
め
て
確
認
す
る
と
共
に
、
恐
る

べ
き
死
の
正
体
を
見
据
え
る
事
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
七
・
八
匂
は
、
李
賀
と
同
様
、
議
一
一
一
同
に
よ
っ
て
、
一
回
き
り
の

人
生
を
狂
わ
さ
れ
た
資
誌
の
恨
み
を
、
李
資
が
代
弁
し
た
も
の
で
あ

る
。
人
生
の
有
限
性
と
不
可
逆
性
を
、
強
く
意
識
す
れ
ば
す
る
程
に
、

無
為
に
流
れ
た
自
分
の
人
生
を
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
も
の
と
し

く76) 



て
焦
る
気
持
ち
は
募
る
。
「
死
L
て
千
年
の
後
に
も
、
の
ま
わ
り

⑦
 

に
春
の
気
を
寄
せ
つ
け
ぬ
程
の
深
い
恨
み
。
」
こ
の
勾
に
は
、
自
分

の
才
能
を
試
す
機
会
さ
え
を
も
奪
わ
れ
、
貴
重
な
時
間
ハ
人
生
)
を

無
為
の
内
に
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
李
賀
の
、
根
み
の
深
さ
が

投
影
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
あ
ま
り
明
擦
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩
の
背

後
に
流
れ
て
い
る
自
然
的
時
間
の
無
限
性
が
、
寅
誌
に
代
表
さ
れ
る

人
間
の
有
限
性
を
、
く
っ
き
り
と
潔
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
こ
と
に

も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
第
二
章
に
お
い
て
、
自
然
的
時
間

の
描
写
を
見
て
み
よ
う
。

一
一
、
円
環
的
時
間
認
識
(
自
然
的
時
間
)

時
間
の
流
れ
を
円
環
的
に
捕
え
る
円
環
的
時
間
認
識
は
、
日
常
生

活
の
中
で
観
察
し
得
る
様
々
な
周
知
性
に
触
発
さ
れ
て
、
生
み
出
さ

れ
た
時
間
認
識
で
あ
る
。
ま
た
、
同
が
有
限
の
中
に
無
限
を
包
み
込

む
最
も
古
い
手
法
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
円
環
的
時
間
認
識
の
成
立
の

③
 

一
要
閣
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
円
環
的
時
間
認
識
の
特
徴
は
、
循
環

性
と
無
限
性
に
あ
る
。

こ
の
円
環
的
時
間
認
識
は
、
有
名
な
イ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ア
の
他

に
、
中
間
に
も
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
る
時
間
認
識
で
あ
る
。
ダ
i

⑨
 

ク
・
ボ
ッ
ダ
は
、
町
中
国
哲
学
に
お
け
る
調
和
と
蕊
藤
』
の
第
一
点

「
字
詰
の
パ
タ
ー
ン
」
の
中
で
、
道
教
・
陰
陽
五
行
家
に
始
ま
り
、

十
一
世
紀
以
降
の
新
儒
教
ま
で
の
中
間
哲
学
を
通
観
し
て
、
こ
う
述

べ
て
い
る
。
マ
」
れ
ら
諸
家
す
べ
て
に
顕
著
な
の
は
、
天
地
は
恒
常

的
流
転
の
状
態
に
あ
り
、
こ
の
流
転
は
荷
額
間
の
永
久
振
動
、
閉
鎖

路
内
の
循
環
運
動
の
い
ず
れ
か
か
ら
な
る
閤
定
的
で
か
つ
予
測
可
能

な
パ
タ
l
γ

に
帰
着
す
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
よ
ハ
傍
点
は

筆
者
。
〉
ボ
ッ
ダ
の
言
は
、
直
接
的
に
は
時
間
に
言
及
し
た
も
の
で
は

な
い
。
が
、
変
化
日
時
間
で
あ
れ
ば
、
宇
宙
を
循
環
の
相
で
見
る
中

間
に
、
時
間
を
循
環
の
拐
で
見
る
時
間
認
識
を
見
い
出
し
て
も
、
不

自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
リ
l

・
ル
イ
ゼ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
ン

ツ
は
、
易
経
な
ど
を
引
き
な
が
ら
、
「
中
国
人
は
循
環
的
な
時
間
の
そ

⑬
 

デ
ル
を
持
っ
て
い
た
」
と
言
明
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
間
の
伝
統
に
則
っ
て
、
李
賀
も
ま
た
、
過
去
か
ら
未

来
へ
と
透
か
に
続
く
自
然
的
時
間
を
、
循
環
運
動
の
相
で
捕
え
て
い

る
。
『
官
街
鼓
』
を
見
て
み
よ
う
。

擁
護
隆
経
催
特
日
焼
声
隆
隆
転
日
を
催
し

暮
麓
箆
箆
催
月
出
暮
芦
隆
隆
月
出
を
催
す

漢
域
黄
椀
映
新
簾
漢
裁
の
葉
樹
新
簾
に
映
じ

柏
陵
飛
燕
埋
呑
骨
柏
陵
の
飛
燕
呑
骨
を
埋
む

槌
辞
千
年
日
長
白
磁
砕
す
る
こ
と
千
年
日
長
に
白
き
も

孝
武
秦
白
玉
繋
不
得
孝
武
秦
皇
は
聴
き
得
ず

従
君
翠
髪
麓
花
色
君
が
翠
髪
麓
花
の
色
と
な
る
に
従
せ
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溺
共
南
山
守
中
関
独
り
南
山
と
共
に
中
簡
を
守
る

幾
何
天
上
葬
神
仙
幾
回
か
天
上
に
神
仙
を
葬
る

潟
境
相
路
無
断
絶
、
漏
戸
相
一
将
い
て
断
絶
無
し

第
一
・
二
句
は
、
明
け
方
と
夕
暮
れ
特
に
、
毎
日
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
鼓
の
循
環
運
動
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
陽
と
月
の
循
環
を
促

す
よ
う
に
、
千
年
も
の
開
打
ち
続
け
ら
れ
て
来
た
鼓
の
傍
で
、
孝
武

・
泰
山
設
が
死
に
、
今
ま
た
一
人
の
人
間
が
、
死
へ
と
向
か
う
ベ
ク
ト

ル
を
滑
り
落
ち
て
行
く
(
第
五

i
七
匂
〉
。
し
か
し
、
鼓
の
領
環
運

動
は
、
次
々
と
死
ん
で
行
く
人
間
を
よ
そ
に
、
長
寿
の
象
徴
た
る
菊

山
と
共
に
、
永
遠
に
繰
り
返
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
ハ
第
八
勾
)
。

第
九
・
十
句
は
、
鼓
の
循
環
運
動
が
超
え
て
来
た
透
か
な
る
時
間

を
、
他
の
循
環
運
動
に
よ
っ
て
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

九
句
で
は
、
長
命
で
知
ら
れ
る
神
仙
の
死
と
い
う
、
あ
り
得
べ
か
ら

ざ
る
事
象
の
幾
mm
も
の
循
環
を
、
第
十
勾
で
は
、
水
時
計
の
水
の
滴

り
の
無
間
以
聞
の
循
環
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
を
超
え
て
行
く

長
大
な
時
間
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

詩
の
構
成
を
見
る
と
、
直
線
的
時
間
〈
人
間
の
生
命
)
の
描
写
が
、

円
環
的
時
間
〈
自
然
的
時
間
)
の
描
写
に
前
後
を
挟
ま
れ
る
形
で
、
括

入
さ
れ
て
い
る
事
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
は
、
内
容
・

構
成
の
双
方
か
ら
、
無
限
な
る
自
然
的
時
間
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
し

か
存
在
し
得
な
い
、
人
間
の
果
然
さ
と
無
力
さ
を
露
わ
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
第
一
章
で
克
た
『
感
謝
桝
五
風
』
其
こ
で
は
余
り
明
ら
か

で
は
な
か
っ
た
が
、
根
源
的
時
間
と
自
然
的
時
間
と
の
対
立
的
把
握

を
、
こ
こ
か
ら
は
明
瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
も
う
一
つ
、
内
浩
歌
』
の
冒
頭
四
句
か
ら
も
、
李
賀
の
円
環

的
時
間
認
識
を
見
て
み
よ
う
。

南
風
吹
山
作
卒
地
南
風
山
を
吹
い
て
平
地
と
作
し

一
清
遺
天
英
移
海
水
帝
は
天
呉
を
し
て
海
水
を
移
さ
遣
な

王
母
桃
花
千
編
紅
玉
母
の
桃
花
千
錦
紅
に

多
租
一
品
成
幾
何
死
診
祖
亙
威
幾
問
か
死
す

右
の
四
匂
は
、
一
一
一
つ
の
荘
大
な
循
環
運
動
を
並
列
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
長
大
な
自
然
的
時
間
の
経
過
を
表
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
三
つ
と
は
、
第
一
・
二
句
の
、
海
と
陸
と
の
循
環
で
あ
り
、

第
一
一
一
旬
の
、
一
一
一
千
年
に
一
度
咲
く
桃
の
花
の
千
四
も
の
循
環
で
あ

り
、
第
四
勾
の
、
長
命
で
知
ら
れ
る
彰
祖
・
忍
成
の
幾
聞
も
の
死
と

い
う
循
環
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
、
自
然
的
時
間
の
長
大
さ
を
見
せ
つ
け
た
こ
の
詩
は
、

「
漏
催
し
水
制
ぶ
玉
燐
除
、
衛
娘
髪
簿
く
硫
る
に
勝
え
ず
、
君
み
る

見
ん
秋
属
新
緑
に
換
わ
る
を
、
二
十
の
男
児
那
ぞ
刺
促
た
る
」
と
い

う
四
匂
で
結
ば
れ
る
。
水
時
計
の
滴
り
の
循
環
と
い
う
、
小
さ
な
サ

イ
ク
ル
の
循
環
運
動
の
傍
で
、
刻
々
と
年
老
い
て
行
く
人
問
。
こ
う

し
た
人
間
に
と
っ
て
、
冒
頭
に
記
さ
れ
た
任
大
な
循
環
運
動
の
中
を



生
き
抜
く
こ
と
は
、
絶
望
に
近
い
。
こ
の
詩
が
、
，
自
然
的
時
間
と
毅

源
的
時
間
と
を
対
立
的
に
把
握
す
る
中
で
、
人
間
が
存
在
し
得
る
時

間
的
短
か
さ
を
鮮
明
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
『
官
街
鼓
一
』
と

同
じ
で
あ
る
。

こ
の
他
、
自
然
的
時
間
の
み
を
描
く
中
で
、
人
間
存
在
の
微
小
さ

を
象
徴
し
た
よ
う
な
作
品
も
あ
る
。
『
夢
天
h

を
見
て
み
よ
う
。

老
兎
震
機
泣
天
色
老
兎
来
機
天
色
に
泣
く

雲
桜
牢
閉
経
…
斜
白
雲
楼
半
ば
開
い
て
援
斜
め
に
自
し

支
給
札
露
滋
閤
光
玉
輪
露
に
札
り
関
光
渡
ふ

総
胸
硝
州
相
逢
枝
容
招
驚
職
相
逢
ふ
桂
香
の
陪

英
康
清
水
一
一
一
山
下
黄
塵
清
水
一
一
一
山
の
下

更
獲
千
年
如
走
潟
吏
ま
り
変
わ
る
こ
と
千
年
走
馬
の
如
し

慈
堅
持
州
九
黙
焔
蓬
か
に
望
む
斉
州
九
点
の
熔

一
法
潟
水
杯
中
潟
一
訟
の
海
水
杯
中
に
潟
ぐ

前
半
間
勾
は
、
天
界
の
描
写
。
後
半
四
句
は
、
天
界
か
ら
見
た
、

自
然
的
時
間
と
地
上
の
描
写
で
あ
る
。
海
か
ら
陸
へ
、
陸
か
ら
海
へ

の
荘
大
な
循
環
の
相
で
捕
え
ら
れ
た
、
千
年
も
の
長
い
時
間
も
、
天

界
か
ら
見
れ
ば
、
馬
が
走
り
抜
け
た
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
あ
る
。
広

大
な
中
回
全
土
や
海
も
、
天
界
か
ら
見
れ
ば
、
小
さ
な
九
つ
の
点
や

杯
ほ
ど
に
し
か
見
え
な
い
。

詩
の
中
と
は
言
え
、
こ
う
し
た
高
次
の
視
点
を
持
っ
た
李
賀
が
、

再
び
現
実
へ
と
立
ち
戻
っ
た
時
、
自
分
と
い
う
存
在
の
卑
小
さ
に
、

ど
れ
ほ
ど
の
絶
望
を
感
じ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
「
天
上
一
議
い

に
も
、
同
様
の
視
点
か
ら
捕
か
れ
た
時
間
描
写
が
あ
る
。

自
然
的
時
間
の
描
写
は
、
本
ナ
賀
詩
の
場
合
常
に
、
李
賀
と
い
う
存

在
の
有
限
性
及
び
卑
小
さ
を
鮮
開
化
す
る
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。

一
同
一
、
時
間
的
存
在
と
し
て
の
人
間

李
賀
の
人
生
へ
の
思
索
が
、
常
に
死
に
向
か
う
存
在
と
し
て
の
自

己
認
識
を
出
発
点
と
し
て
い
た
事
は
、
第
一
章
で
見
て
来
た
通
り
で

あ
る
。
自
分
と
い
う
存
在
の
時
間
性
(
有
限
性
)
を
認
識
す
る
こ
と
。

こ
れ
は
、
自
分
の
未
来
に
、
確
実
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
死
を
、

常
に
蔑
視
し
て
生
き
る
と
い
う
、
過
酷
な
生
を
要
求
す
る
も
の
で
あ

る。
李
賀
は
、
「
守
口
街
鼓
』
で
は
、
自
然
的
時
間
の
前
で
の
人
間
の
無

力
さ
を
真
理
と
し
て
語
り
、
「
浩
歌
』
で
は
、
有
限
な
る
人
生
を
前
向

き
に
生
き
抜
く
決
意
を
語
っ
て
い
る
。
が
、
持
を
刻
む
太
陽
の
巡
り

に
自
を
転
ず
れ
ば
、
こ
う
し
た
冷
静
さ
も
一
瞬
に
し
て
揺
ら
ぐ
。
李

賀
は
、
刻
々
と
生
命
を
削
り
落
と
し
て
行
く
時
間
を
前
に
し
て
、
一
一
一
一
口

い
知
れ
ぬ
焦
り
と
絶
望
に
身
悶
え
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
人
間
の
存
在
基
盤
で
あ
る
時
間
性
に
対
し
て
、
李
賀

の
抱
い
て
い
た
絶
望
の
深
さ
を
、
時
間
を
主
題
と
し
た
詩
の
中
に
見

て
み
た
い
。
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①
飛
光
飛
光

②
勤
瀬
一
杯
瀦

③
吾
不
議
青
天
高

@
鼓
地
淳
ー

⑤
惟
晃
月
裳
日
媛

⑥
来
煎
人
一
一
高

⑦
食
熊
刻
肥

⑧
食
蛇
期
痩

⑨
一
紳
活
何
在

⑩
太
一
安
有

⑬
夫
東
有
若
木

⑫
下
援
総
燭
龍

⑬
者
Mm
斬
能
足

⑭
鴨
龍
肉

⑮
使
之
朝
不
得
迦

⑮
夜
不
得
伏

務
自
然
老
者
不
死

⑮
少
者
不
照
〈

⑬
何
潟
服
賞
金

⑫
呑
白
玉

飛
光
よ
飛
光
よ

誠
に
一
杯
の
瀦
を
勧
む

吾
識
ら
ず
青
天
の
高
く

葉
地
の
厚
き
を

推
だ
見
る
月
は
寒
く
日
は
援
か
に

来
り
て
人
の
寿
を
煎
る
を

熊
を
食
へ
ば
期
ち
肥
え

蛙
を
食
へ
ば
則
ち
痩
す

神
君
何
く
に
か
在
る

太
一
安
く
に
か
有
る

天
の
東
に
若
木
有
り

下
に
燭
を
街
む
竜
を
霞
く

吾
将
に
竜
の
足
を
斬
り

竜
の
肉
を
鳴
み

之
を
し
て
朝
に
は
遡
る
を
得
ず

夜
に
は
伏
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
ん
と
す

自
然
老
者
は
死
せ
ず

少
者
は
突
せ
ず

何
為
れ
ぞ
黄
金
を
服
し

白
玉
を
呑
ま
ん

⑫
誰
是
任
公
子
誰
か
走
れ
任
公
子

⑫
雲
中
騎
自
騒
雲
中
白
駒
搬
に
続
る

(
⑨
劉
徹
茂
稜
多
滞
骨
劉
徹
の
茂
綾
滞
骨
多
く

ぬ
秒
読
政
梓
棺
費
総
魚
議
政
の
梓
棺
飽
魚
を
費
す

「
飛
光
飛
光
」
と
い
う
太
陽
へ
の
呼
び
か
け
で
始
ま
る
こ
の
詩

は
、
第
五
二
ハ
句
に
至
っ
て
、
李
賀
の
時
間
に
対
す
る
被
害
者
意
識

を
一
挙
に
爆
発
さ
せ
る
。

第
五
句
は
、
日
月
の
循
環
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
、
自
然
的
時
間

の
描
写
で
あ
る
。
自
然
的
時
間
は
無
限
な
る
が
故
に
、
時
を
経
過
さ

せ
て
行
く
こ
と
に
何
の
た
め
ら
い
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
生
命

の
有
限
性
を
強
く
意
識
す
る
李
賀
は
、
時
間
の
歩
み
を
少
し
で
も
遅

ら
せ
て
、
自
分
の
生
命
が
失
わ
れ
て
行
く
の
を
押
し
止
め
ん
こ
と
を

切
望
し
て
い
る
。
第
六
句
は
、
李
賀
の
切
な
る
願
い
を
踏
み
に
じ
っ

て
、
正
確
無
比
な
循
環
を
繰
り
返
す
日
月
へ
の
、
苛
立
ち
の
表
現
で

あ
る
。
「
ど
う
し
て
月
と
太
陽
は
循
環
を
繰
り
返
し
、
私
の
生
命
を

削
削
り
取
っ
て
行
く
の
か
に
時
間
を
前
に
し
て
、
無
力
な
李
賀
は
、

生
命
が
短
縮
さ
れ
て
行
く
恐
怖
に
た
だ
怯
え
る
だ
け
で
あ
る
。
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李

笈

は

そ

の

他

の

人

々

の

上

に

も

向

け

て

見

る

。

そ

こ
に
は
、
自
分
と
同
じ
く
、
死
へ
と
向
っ
て
下
降
し
て
行
く
人
々
の

姿
が
あ
っ
た
。
「
美
味
い
物
を
食
べ
れ
ば
肥
え
、
不
味
い
物
を
食
べ

れ
ば
痩
る
。
金
持
ち
と
貧
乏
人
の
違
い
は
そ
れ
だ
け
で
、
死
に
行
く



運
命
は
皆
同
じ
だ
。
」
〈
第
七
・
八
匂
〉
し
か
し
、
死
へ
と
向
か
う
街

命
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
た
と
こ
ろ
で
、
李
賀
の
絶
望
が
慰
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
長
寿
を
授
け
る
と
い
う
神
君
・
太
一
は
ど

こ
に
居
る
!
い
と
叫
ぶ
第
九
・
十
句
に
は
、
神
を
も
信
じ
る
事
が
で

き
ず
、
孤
独
に
時
間
と
戦
う
、
李
焚
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い

る。
こ
う
し
て
李
賀
は
、
自
力
で
絶
望
か
ら
脱
出
す
べ
く
、
結
い
幻
想

へ
と
沈
潜
し
て
行
く
。
で
き
る
こ
と
な
ら
燭
を
街
ん
だ
龍
の
足
を
切

り
取
っ
て
、
太
陽
が
巡
る
の
を
押
し
止
め
、
時
間
そ
の
も
の
を
停
止

さ
せ
て
し
ま
お
う
と
、
孤
独
に
伎
く
李
賀
(
第
十
二
?
十
六
句
)
。
続

く
第
十
七
J
二
十
句
に
は
、
「
も
し
時
間
が
停
止
し
た
ら
、
老
い
た

者
は
死
ぬ
こ
と
が
な
く
、
若
者
も
嘆
か
ず
に
す
む
で
あ
ろ
う
。
傍
い

望
み
を
、
神
仙
術
に
託
す
必
要
も
な
い
己
と
、
自
分
の
幻
想
に
一

人
鋲
く
李
賀
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
る
。

し
か
し
、
時
間
の
停
止
な
ど
は
、
所
詮
空
し
い
夢
に
過
ぎ
な
い
。

幻
想
か
ら
覚
め
た
李
裂
の
自
に
は
、
武
帝
や
始
皇
帝
の
無
残
な
死

が
、
大
写
し
で
治
っ
て
来
る
(
最
終
二
句
)
。
武
帝
・
始
皇
帝
は
共

に
、
死
を
超
克
せ
ん
と
す
る
幻
想
を
、
最
後
ま
で
抱
き
続
け
た
人
物

で
あ
る
。
が
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
終
末
も
ま
た
、
物
言
わ
ぬ
白
骨
と

肉
体
の
腐
臭
と
で
あ
っ
た
。
李
賀
は
、
自
分
を
待
ち
受
け
て
い
る
、

避
け
よ
う
も
な
い
死
の
運
命
を
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
見
い
出
す
の

で
あ
る
。
李
賀
の
絶
裂
は
、
こ
う
し
て
更
に
深
ま
っ
て
行
く
。

時
間
は
常
に
、
李
賀
を
絶
望
へ
と
誘
う
キ
!
・
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

落
日
の
描
写
で
始
ま
る
吋
日
出
行
b

に
も
、
罪
行
護
短
b

と
同
様
、。

時
間
を
前
に
し
て
の
、
李
賀
の
恐
怖
と
幻
想
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

問
、
時
間
か
ら
の
解
放

李
賀
の
詩
の
中
に
綴
ら
れ
て
い
る
、
不
遇
・
病
等
の
様
々
な
実
ル

活
上
の
苦
悩
。
こ
れ
ら
の
苦
悩
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
時
間
的
存
在

で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
深
い
絶
裂
で
あ
っ
た
。
コ
一
山
霊
短
』
旬
日
出
行
b

は
、
こ
う
し
た
人
間
の
存
在
基
盤
に
本
や
つ
い
た
李
賀
の
絶
望
を
、
鮮
明

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
こ
か
ら
は
、

絶
望
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
、
李
交
が
求
め
て
い
た
も
の
を
読
み
取

る
こ
と
も
容
易
で
あ
る
。
李
賀
が
望
ん
で
い
た
の
は
、
時
間
の
消
滅

に
よ
る
、
時
間
か
ら
の
自
己
の
解
放
で
あ
っ
た
。
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コ
口
出
行
b

に
は
共
に
、
時
間
の
停
止
と
い
う
、
李
有
〈

の
切
な
い
願
望
が
毅
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
れ
を
現
実
世
界
に
お
い

て
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
李
賀
は
、
詩
的
世
界
と
い
う

一
偲
の
独
立
し
た
小
宇
宙
の
中
に
、
時
間
を
超
越
し
た
世
界
(
無
時

間
の
世
界
)
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
願
望
の
実
現
を
は
か
ろ

う
と
し
た
。
一
瞬
で
あ
れ
、
李
賀
は
こ
こ
で
、
彼
を
終
日
苦
し
め
て

い
る
時
間
か
ら
、
真
に
解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
李
賀
が
詩
的
世
界
の
内
に
、
超
越
的
時
間
世
界
を
切
り
開



い
て
行
く
様
!
な
、
吋
蘇
小
小
墓
』
の
中
に
見
て
み
よ
う
。

関

蔵

露

間

関

の

露

如
時
限
一
蹴
叩
け
る
限
の
如
し

無
物
結
問
心
物
と
し
て
同
心
を
結
ぶ
無
く

煩
花
不
堪
務
燃
は
弱
る
に
堪
へ
ず

草

加

問

草

は

砲

の

如

く

松

如

翠

松

は

議

の

如

し

風

魚

裳

風

は

裳

と

為

り

水

魚

疏

水

は

琉

と

為

る

お
ま
い
ド

'
H
J
fド

初

AHLfIAl

九
首
阿
川
九
一
ド
ド
一
J

タ

相

待

タ

に

相

待

つ

冷

翠

燭

翠

燭

冷

や

か

に

努

光

彩

光

彩

を

労

す

回
段
下
一
四
段
の
下

風
吹
一
問
問
州
市
を
吹
く

ま
ず
第
一

J
八
匂
で
は
、
今
ま
で
日
常
的
な
時
間
の
中
で
息
づ
い

て
い
た
は
ず
の
植
物
・
露
・
風
な
ど
が
、
卒
賀
の
自
の
前
で
徐
々
に

非
現
実
化
し
て
行
く
さ
ま
が
描
き
出
さ
れ
る
。
蘭
の
一
路
は
、
一
択
を
た

め
た
目
。
風
は
ス
カ
ー
ト
。
水
は
琉
玉
。
草
と
松
は
、
事
の
し
と
ね

と
き
ぬ
が
さ
。
こ
う
し
て
、
今
は
も
う
死
ん
で
し
ま
っ
て
存
在
し
な

い
蘇
小
小
の
姿
が
、
様
々
な
細
部
か
ら
、
静
か
に
静
か
に
浮
び
上
っ

て
来
る
の
で
あ
る
。

続
く
第
九
?
十
二
勾
は
、
存
在
す
る
は
ず
の
な
い
蘇
小
小
が
、
密

や
か
に
息
づ
く
超
越
的
時
間
世
界
で
あ
る
。
現
実
と
非
現
実
と
の
間

を
揺
ら
め
い
て
い
た
人
影
は
、
つ
い
に
実
像
を
結
び
、
李
交
の
前
に
、

蘇
小
小
の
姿
が
一
一
瞬
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
。
約
束
の
油
壁
率
に
乗

り
、
青
白
い
鬼
火
を
灯
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
恋
人
を
待
つ
蘇
小
小
。

が
、
そ
れ
も
束
の
間
、
一
陣
の
風
雨
に
よ
っ
て
、
彼
女
の
姿
は
か
き

泊
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
(
最
終
句
)
。
こ
う
し
て
李
交
は
、
再
び

日
常
的
な
時
間
の
内
へ
と
引
き
も
ど
さ
れ
る
。
円
蘇
小
小
基
』
に
開
示

さ
れ
て
い
る
の
は
、
死
者
の
息
づ
く
、
現
実
世
界
の
時
間
法
則
か
ら

は
外
れ
た
世
界
で
あ
る
。
こ
の
世
界
に
居
る
限
り
、
李
賀
は
時
間
及

び
現
実
生
活
の
活
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
が
、
李
賀
は
こ
こ
に

長
く
止
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
静
的
イ
メ
ー
ジ
の
連
続

か
ら
、
動
的
イ
メ
ー
ジ
へ
の
、
暴
力
的
と
も
言
え
る
瞬
間
的
な
移
行
。

変
化
i
時
間
で
あ
れ
ば
、
動
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
実
世
界
へ
と
李
賀

を
引
き
も
ど
す
の
に
、
最
も
相
芯
し
い
イ
メ

i
ジ
で
あ
る
。

で
は
も
う
一
つ
、
芸
十
議
第
一
筏
引
』
の
中
か
ら
も
、
超
越
的
時
間

段
界
が
開
示
さ
れ
る
様
を
見
て
み
よ
う
。

央
総
窃
籾
張
高
秋

空
白
凝
裳
額
不
流

江
蛾
時
竹
素
女
怒
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呉
紙
一
語
椀
高
秋
に
張
る

空
白
く
凝
一
町
長
額
れ
て
流
れ
ず

江
蛾
竹
に
時
き
素
女
愁
ひ



李
強
中
関
弾
箆
筏
李
鴻
山
中
閣
に
鐙
筏
を
弾
、
ず

見
山
玉
砕
鳳
照
叫

JM山
玉
砕
け
て
鳳
関
川
町
び

英
務
泣
露
呑
樹
笑
北
大
地
税
露
に
泣
い
て
香
蘭
笑
ふ

十
二
門
前
一
献
冷
光
十
二
門
前
冷
光
を
融
か
し

二
十
一
一
一
総
動
紫
皐
一
一
十
一
一
一
線
紫
皇
を
動
か
す

女
焔
煉
お
補
天
践
女
蝋
石
を
煉
っ
て
天
を
補
ふ
処

石
破
天
驚
逗
秋
雨
石
破
れ
天
驚
き
秋
雨
を
逗
む

夢
入
一
紳
山
教
榊
艇
夢
に
神
山
に
入
り
て
神
郷
に
教
ふ
れ
ば

老
魚
跳
波
痩
鮫
舞
老
魚
波
に
跳
り
痩
鮫
舞
ふ

英
一
覧
不
眠
傍
桂
樹
呉
質
眠
ら
ず
し
て
桂
樹
に
俗
り

露
脚
斜
飛
潔
裳
兎
露
脚
斜
に
飛
ん
で
然
、
兎
を
湿
ほ
す

李
懇
の
第
一
筏
が
澄
み
き
っ
た
天
空
に
響
き
渡
る
と
、
現
実
世
界
の

時
間
と
空
間
は
、
ピ

i
ン
と
張
り
つ
め
始
め
る
(
第
一
句
〉
。
箆
筏

の
青
色
が
、
天
地
を
限
な
く
満
た
し
て
行
く
に
つ
れ
て
、
現
実
世
界

の
緊
張
度
は
高
ま
り
、
つ
い
に
は
、
空
を
流
れ
る
雲
さ
え
も
が
動
き

を
止
め
る
ハ
第
二
句
〉
。
今
や
時
空
の
全
て
が
凍
り
つ
き
、
聞
こ
え

て
来
る
の
は
銭
筏
の
音
の
み
と
忠
わ
れ
た
瞬
間
、
宗
十
愚
容
一
筏
引
』

の
世
界
は
大
き
く
飛
掬
し
て
、
異
次
元
の
世
界
の
扉
を
開
く
の
で
あ

る。
こ
う
し
て
切
り
開
か
れ
た
音
楽
世
界
は
、
第
十
勾
ま
で
続
く
。
第

四
句
に
「
李
怒
中
関
弾
径
筏
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
音

楽
世
界
は
、
音
楽
を
奏
で
る
李
滋
を
中
心
に
、
聴
者
た
る
李
賀
を
も

包
み
込
む
形
で
創
造
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
時
間
的
に

は
、
法
代
の
李
一
慾
も
始
原
の
女
鍋
も
同
時
存
在
す
る
と
い
う
、
現
実

的
時
間
の
尺
度
で
は
計
り
得
な
い
、
超
越
的
時
間
の
内
に
存
在
す
る

世
界
で
あ
り
、
空
間
的
に
は
、
長
安
も
箆
山
も
天
空
も
蔚
の
花
も
、

全
て
が
遠
近
の
援
な
く
等
質
に
存
在
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
現
実

的
空
間
の
尺
度
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
超
越
的
空
間
の
支
配
す
る
世

界
で
あ
る
。
ま
た
、
「
暗
・
愁
・
叫
・
泣
・
笑
」
と
い
う
よ
う
に
、

様
々
な
情
絡
が
一
度
に
解
放
さ
れ
た
世
界
で
も
あ
る
。
李
賀
は
、
こ

の
生
命
の
根
源
と
で
も
言
う
べ
き
世
界
へ
と
、
没
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
て
の
人
間
的
拘
束
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
生
命
そ
の
も
の
と

一
体
化
す
る
。
が
、
こ
う
し
た
根
源
的
世
界
も
、
第
九
・
十
句
に

「
女
姻
煉
石
補
天
庭
、
石
破
天
驚
逗
秋
雨
」
と
掛
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
や
が
て
は
荘
大
な
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
、

幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。

第
十
一
勾
か
ら
は
余
韻
の
世
界
で
あ
る
。
第
十
一
勾
「
夢
入
紳
山

数
一
利
嬉
」
に
は
、
余
韻
の
中
で
、
音
楽
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
世
界

を
さ
迷
い
、
薄
れ
て
行
く
音
楽
世
界
を
侭
と
か
押
し
止
め
、
再
創
造

し
よ
う
と
す
る
努
力
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
敬
一
柳
嬬
」
と
は
正
に
、
李

湿
の
箆
筏
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
た
音
楽
を
、
神
艇
に
教
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
再
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
十
二
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匂
「
老
魚
跳
波
痩
鮫
舞
」
の
や
「
痩
!
一
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

.
再
現
さ
れ
た
音
楽
世
界
は
己
に
媛
小
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
音

楽
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
世
界
は
、
音
楽
の
終
了
と
共
に
、
消
え
去
っ

て
し
ま
う
運
命
に
あ
る
の
で
あ
る
。
最
終
句
の
「
露
脚
斜
飛
潔
裳

兎
」
は
、
い
ま
だ
余
韻
の
世
界
の
内
に
い
て
、
現
実
世
界
へ
と
婦
り

つ
い
て
い
な
い
心
理
状
態
を
、
地
上
か
ら
遥
か
遠
く
に
在
る
「
月
」

に
よ
っ
て
象
徴
し
た
も
の
で
あ
る
。

宗
一
潟
山
後
筏
引
』
で
李
資
は
、
吋
蘇
小
小
墓
』
で
は
媛
味
に
終
っ

た
時
間
か
ら
の
解
放
を
、
十
全
に
遣
り
遂
げ
て
い
る
。
し
か
も
、
時

間
ば
か
り
で
な
く
、
空
間
の
拘
束
か
ら
も
解
き
放
た
れ
て
、
存
在
の

根
源
へ
と
降
り
立
つ
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
が
、
こ
う
し
た
生
の

充
足
感
が
、
い
ず
れ
は
断
ち
切
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
の
は
、
内
刊
紙
小

小
墓
b

と
同
じ
で
あ
っ
た
。
音
楽
が
鳴
り
休
ん
だ
時
、
も
し
く
は
詩

的
世
界
が
完
結
し
終
え
た
時
、
李
加
凡
は
否
応
な
く
、
現
実
世
界
へ
と

引
き
も
ど
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

余
談
に
な
る
が
、
宗
ナ
懇
径
筏
引
h

は
、
李
滋
が
奏
で
た
音
楽
を
、

李
交
が
聴
き
取
り
、
言
語
へ
と
援
き
換
え
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
作
品
は
、
李
裂
が
音
楽
を
開
く
中
で
感
じ
取
っ
た
も
の
を
、
正

確
に
写
し
出
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
李
究
は
、
詩
ぉ
ば

か
り
で
な
く
、
音
楽
の
内
に
も
、
自
分
を
時
間
の
拘
束
か
ら
解
き
放

つ
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

多
く
の
人
間
は
、
自
分
の
生
命
が
有
限
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら

自
を
背
け
る
事
に
よ
っ
て
、
日
々
の
平
穏
を
得
て
い
る
。
が
、
李
賀

は
、
こ
の
恐
る
べ
き
事
実
の
隠
蔽
に
失
敗
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
刻

々
と
縮
ま
り
行
く
自
分
の
生
命
を
自
覚
す
る
李
賀
は
、
時
間
を
恐
怖

し
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
突
入
生
上

の
不
適
や
病
が
、
李
賀
の
絶
望
一
に
更
な
る
拍
車
を
か
け
て
行
く
。
こ

う
し
て
李
賀
は
、
自
分
を
告
し
め
る
時
間
か
ら
、
唯
一
解
放
さ
れ
る

手
段
と
し
て
、
詩
の
内
へ
と
没
入
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
詩
の
内

に
開
示
さ
れ
た
超
越
的
時
間
世
界
の
中
で
、
全
て
の
人
間
的
拘
束
か

ら
解
き
放
た
れ
た
李
賀
は
、
こ
こ
で
始
め
て
十
全
の
生
を
得
る
。
が
、

詩
的
世
界
が
閉
じ
て
し
ま
え
ば
、
李
賀
は
再
び
現
実
へ
と
投
げ
返
さ

れ
て
、
時
間
の
恐
怖
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
詩
は
、
李
賀
の
死
後
も
永
遠
に
読
み
つ
が
れ
て
行
く
と
い

う
可
能
性
に
よ
っ
て
、
生
命
の
有
限
性
を
打
ち
破
る
、
李
交
の
唯
一

の
武
器
で
も
あ
っ
た
。
時
間
を
め
ぐ
る
様
々
な
思
い
に
駆
り
立
て
ら

れ
て
、
李
賀
は
、
蛾
烈
な
汚
吟
に
身
を
磨
り
減
ら
し
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。
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Q)注

被
掠
的
時
間
と
白
熱
的
時
間
と
い
う
分
類
に
当
っ
て
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ

ー
が
沼
仔
在
と
時
間
h

の
中
で
分
析
し
て
い
る
時
間
性
ハ

Ngrの
存
会
)
と



通
俗
的
な
時
間
概
念
令
己
包
日
吋

N
Z
手
話
丘
町
)
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
。

②
「
時
間
の
観
念
を
一
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
最
も
顕
著
な
区
別
は
、

お
そ
ら
く
、
時
間
の
線
的
な
概
念
例
と
円
環
的
な
概
念

ωと
の
間
の
ほ
別

で
あ
ろ
う
に

Q
時
間
と
人
間
b

中
央
公
論
社
、
渡
辺
慈
・
渡
辺
ド
ロ
テ

プ
)
時
間
に
つ
い
て
述
べ
た
書
物
の
多
く
は
、
合
来
か
ら
の
時
間
論
を
、

被
線
と
円
環
と
い
う
二
つ
の
時
間
概
念
に
分
類
し
て
論
述
し
て
い
る
。
以

後
、
論
文
中
に
用
い
ら
れ
る
斑
線
的
時
間
認
識
e

円
環
的
時
間
認
識
の
定

規
等
に
つ
い
て
は
、
吋
時
間
と
人
間
匂
の
他
、
4

左
記
の
世
荷
物
を
参
考
と
し

た
。
沌
浦
静
雄
吋
時
間
b

岩
波
新
書
・
円
一
時
間
川
一
b

平
凡
社
マ
リ
i
-
ル
イ

ゼ
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
H
H

著
、
秩
山
さ
と
子
日
訳

③
「
生
物
の
運
命
を
知
る
者
に
と
っ
て
、
時
間
が
二
度
と
一
民
る
こ
と
な
く
、

一
方
的
に
複
線
上
を
進
む
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
考
え
つ
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
」
(
前
掲
書
、
平
凡
社
吋
時
間
h

の
訳
者
解
説
よ
り
)

④
「
時
間
の
線
的
な
概
念
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
種
が
あ
っ
て
、
あ
る

も
の
は
始
原
(
創
造
)
に
出
発
点
を
持
ち
、
あ
る
も
の
は
終
点
(
終
末
論
)

を
持
ち
、
そ
し
て
第
一
一
一
の
も
の
は
出
発
点
と
終
点
の
両
方
を
持
つ
。
」
(
前

掲
書
、
同
時
間
と
人
間
匂
と
い
う
解
説
か
ら
も
解
か
る
よ
う
に
、
従
来
の

誼
線
的
時
間
認
識
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、
人
間
の
一
生
な
ど
は
遥
か
に

超
え
た
、
長
大
な
時
間
で
あ
る
。

9
3
u首
詩
表
部
是
自
己
寛
解
、
賞
在
還
是
充
満
了
牢
騒
的
一
意
味
、
細
君

fa
六
雨
旬
、
使
可
以
鰹
曾
到
。
」
(
叶
李
究
詩
集
b

葉
葱
奇
編
訂
)

@
「
崎
町
一
一
句
読
限
君
絵
版
…
瞬
也
制
使
成
衰
白
、
正
賞
枇
年
的
男
子
嚇
能
楽

降
辛
昔
、
受
若
無
謂
的
騒
策
、
市
不
自
奮
譲
兜
?
」
(
葉
葱
奇
〉

⑦
つ
意
思
同
党
説
小
人
的
排
携
議
事
、
離
髭
千
年
、
怨
慎
也
難
治
鰐
。
」
(
葉

葱
脊
〉

⑧
「
円
環
的
時
間
は
、
少
な
く
と
も
ご
つ
の
理
由
か
ら
、
最
も
容
易
に
思

い
つ
か
れ
る
時
間
の
一
理
論
的
表
象
の
一
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
わ
れ
わ
れ

が
生
活
の
中
で
観
察
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
変
化
は
周
期
的
で
あ

る
。
第
二
に
、
円
は
有
限
の
中
に
無
限
を
包
み
込
む
最
も
古
い
手
法
で
あ

る
。
」
(
前
掲
帯
、
百
時
間
と
人
間
b

⑨
問
中
閣
の
思
考
様
式
h

(

ア

1
サ

1
・
F
・
ラ
イ
ト
日
編
者
、
福
井
重
雅

編
訳
、
金
花
合
〉
在
中
論
文
。

⑩
吋
時
間
b

一
千
凡
社

⑬
「
白
仔
下
山
路
端
、
渡
光
如
計
紙
、
徒
照
葵
義
心
、
不
照
遊
子
悲
、
折
折

黄
海
曲
、
日
従
中
央
持
、
場
谷
ヰ
件
関
、
若
木
限
不
見
、
奈
爾
錬
石
、
前

潟
鈍
人
、
葬
榔
…
ぺ
弓
麗
矢
、
那
不
中
足
、
令
久
不
得
奔
、
読
数
日
民
光
タ
昏
」

(
吋
日
出
行
b
)

「
這
是
銃
数
歳
月
半
…
逝
、
久
無
成
就
的
詩
。
第
四
旬
間
企
全

篇
主
旨
所
在
、
部
古
入
所
謂
詩
中
的
限
目
、
語
句
雄
和
一
首

頗
有
相
向
的
地
方
、
市
一
意
旨
却
裁
然
不
問
。
」
(
葉
葱
奇
)
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